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楽し学舎 ～生徒も教師も わくわくする 絆づくり中学校～

３学期がスタートし１週間が過ぎました。皆さん一人一人が、それぞれの思いで令和５年を迎えられ

たことと思います。

始業式の式辞の中でもお話をしましたが、この節目のときに「今年は・・・。今年こそは・・・。」

と、新しい年の夢を描いたり目標を立てたりしたのではないでしょうか。それぞれの学年や立場に応じ

た夢や目標の設定は、その後の成長に重要な役割を果たします。そして夢や目標に向かって努力し続け

る姿勢が、自分を成長させ、確固たる成果を生みだしていきます。時には、自分から乗り越えなければ

ならない課題（壁）にもぶつかります。「無理」と決め込まずに乗り越えてみようとする勇気が大切で

す。そういった努力・勇気が自分をさらに成長させてくれます。

３年生はあとわずかで卒業です。残された中学校生活の締めくくり方が重要です。締めくくりが良け

れば新たな進路先での活動も充実したものになります。２年生は３年生に代わって最高学年としての動

きが求められます。学校の顔としての気概をもつとともに、進路選択を現実のものにしていかなければ

なりません。１年生はもうすぐ「先輩」と呼ばれるようになります。学校をリードする意識を高めると

ともに、そろそろ自分の将来を見定めていかなければなりません。

目的意識を高くもった人は確かな成長をします。夢や目標に意欲的に取り組んでいけるように、日々

の努力の積み重ねを全職員で支援していきたいと思います。

２０２３年は「癸卯（みずのと・う)」年。

干支とは、本来「十干(じっかん。空間を表す、甲・乙・丙・丁・戊・己・庚・辛・壬・癸の10の

要素。)」と「十二支(じゅうにし。時間を表す、子・丑・寅・卯・辰・巳・午・未・申・酉・戌・亥

の12種の動物。)」を順に組み合わせたもので、６０年で一巡します。 (甲子→乙丑→・・・→癸酉

→甲戌→乙亥→・・・・・・→癸亥まで６０通りあります。１０と１２の最小公倍数となります。中

学生の皆さんならわかりますね、数学で学んでいますよ。)

６０歳を「還暦」と称して祝うのは、生まれたときの干支が再びめぐってくるという意味です。

今年の干支は「癸卯」となります。「癸」は雨や露、霧など、静かで温かい大地を潤す恵みの水を表

しています。十干の最後にあたる癸は、生命の終わりを意味するとともに、次の新たな生命が成長し始

めている状態を意味しています。また「卯」は穏やかなうさぎの様子から安全、温和の意味があります。

また、うさぎのように跳ね上がるという意味があり、卯年は何かを開始するのに縁起が良く、希望があ

ふれ、景気回復、好転するよい年になると言われています。そのため「癸卯」は、これまでの努力が実

を結び、勢いよく成長し飛躍するような年になるイメージがあります。[(株)クオカード コラムより]

この癸卯（みずのと・う）の年が、皆さんにとりまして良い１年となりますよう、成長し飛躍してい

けますよう心よりお祈り申し上げます。

《３学期スタート》【１月１０日 始業式】生徒代表作文発表 ※若干の加除訂正あり

１年代表 「３学期の抱負」

私の３学期の目標は二つあります。

一つ目は勉強を頑張ることです。小学生のときから勉強があまり好きではありませんでした。しかし、「卒業生に話を

聞く会」で神栖二中の先輩たちから、卒業後の進路についてたくさんの話を聞きました。自分が行きたい高校の学力の

話を聞き、その高校に進学するためにさらに勉強しようと思えるようになりました。小学校で習ったことを復習しながら、

中学校の学習内容を勉強しています。勉強することで苦手だった数学や英語が得意になりました。私には自分がやり

やすい勉強方法が主に二つあります。一つ目は「予習･復習をやる」ことです。二つ目は「ワークをやる」ことです。この

二つを意識して勉強を行い、得意な教科を増やしていきたいです。

二つ目は部活動についてです。私はバレーボール部に所属しています。また、外部活動として水泳も行っています。

私はバレーボールの経験はありませんが、これまでの練習を通してカットやスパイクができるようになりました。これか

らもたくさん練習に取り組み、強いスパイクが打てるように、そして上手なカットができるように頑張りたいです。また、運

動の中でも得意な水泳では、特に得意な背泳ぎを「５０ｍ４０秒以内」で泳げるようにたくさん練習を積み重ねて速く泳げ



るようになりたいです。

この二つの目標が実現できるように努力を積み重ねて、１年生で頑張ってきたことが２年生になったときに繋がるよう

にしたいです。また、３学期は期間が短くクラスのみんなと過ごす時間が少なくなってしまうので、クラスのみんなとたくさ

んの思い出をつくり、Ｄ組のクラス目標でもある「一人一人が個性を認め合えるクラス」にしていきたいです。

２年生代表 「３年生になるまでの数ヶ月」

私の２学期の成績はあまり良くなかった。１学期のときよりも評価が下がってしまった。通知表を見返すと、特に思考･

判断･表現等の成績が悪かった。私はもっと自分の考えを周りに伝えられるようになりたいと思う。そこで、私は勉強に

集中しつつ、部活動に励み、生活面を正すということを３学期の抱負とする。

ますは勉強についてだ。２学期には実力テストがあった。その結果は３０位をきっていた。しかし、私は嬉しいという思

いの一方で少し苦い思いもしていた。それは、数学の点数が低すぎたからだ。今の合計点でも志望した高校は視野に

は入るが、一歩上の高校を目指すならば、どうしても心許ない。そこで、私は数学を重点的に勉強し、基本問題や応用

問題を一つずつ積み重ねて理解していこうと思う。また他の教科は、正答率の高いところを落とさないように、しっかりと

自信をもって問題に答えられるように勉強に励みたいと思う。

次に部活動だ。剣道部に所属していて楽しいと思っている。一人一人が面白く個性をもっている。そんな剣道部の目

標は関東大会出場だ。しかし、関東大会までの道のりは長く険しい。県東地区を勝ち抜いても、県という壁がある。その

壁を乗り越えなくてはならないと思うと、どうしても弱気になる。しかし、厳しい稽古に励み、悔いの残らない毎日を続け

ていけば、私は思いきって試合に臨むことができる。日々の稽古を休まないようにし、辛いときでも簡単に逃げずに部

活動に取り組んでいこうと思う。

最後に生活面だ。早起きや時間を守ることが苦手だ。待ち合わせの時などは、よく遅れたりギリギリになったりしてし

まう。時間を守るために、先を見て余裕をもって行動したいと思う。そうすれば、遅刻をすることもなく、できた時間を勉

強などに有効活用することもできるはずだ。中学生の頃から時間に余裕をもつことを習慣付けることで、高校生や大人

になっても困ることのないようにしたい。

冬休みが明け３学期になると、２学年としてまとめの時期になる。もう数ヶ月で３年生となり、高校受験が迫ってくる。

受験は３月と思いがちだが、私立高校など高校によってはもう入試が行われている学校もある。そう考えると、もう１年

をきっている。３年生になってから勉強するのではなく、今のうちから勉強し、高校受験で後悔することがないようにした

い。自信をもって３年生という最高学年になることができるよう、充実した３学期にしたいと思う。

３年生代表 「中学校生活を締めくくるにあたって」

冬休みが終わり、３学期が始まります。今日から始まる３学期ですが、残り少ない中学校生活の締めくくりの時期でも

あります。

これまでの中学校生活を振り返ると、授業や学校行事、部活動などに仲間と協働して取り組んできました。これから

の日々を充実したものにするために、「自立」と「貢献」という２つの柱をもちたいと思います。

先ずは「自立した生活と学習」です。受験に向けて夜に学習することが増え、寝る時間が遅くなったり、夜遅くに食事

をとったりすることが多くなりました。睡眠時間が十分にとれず、日中の授業に集中できないこともありました。ただ、だ

らだらと学習に取り組むのではなく、集中して行うことで学校での授業も家庭での学習も大切にしていきたいです。その

ためにも生活のリズムを自分で整える力を身に付けたいです。学習では目前に控えた受験に向けて、自らが必要な学

習に取り組んでいきます。予習や応用問題、テストや問題演習等で見つけた自分の課題にあった学習を行うなど、自分

から進んで学習に取り組んでいきたいです。そして、生活や学習の両面で自立した姿を目指していきます。 次に、残

り４４日となった卒業までの日々で「自分にできる貢献」をしたいと思います。友人など誰かのために、神栖二中など学

校のために、神栖市など地域のために、自分のできることを探し行動したいと思います。悩んでいる人がいたら寄り添

って力になったり、学校や地域のボランティア活動に参加したりするなど、これまで自分ができなかったことを積極的に

行いたいと思います。また、そうした貢献には、感謝の思いが伴っていると思います。これまで一緒に過ごしてきた仲間

たちや３年間を過ごした学校などへの感謝の思いを行動で表現することを目指します。

今日、この場で私が言葉にした決意が、３学期の私が目指す姿です。まだ言葉でしかありませんが、この目標を立て

たことが第一歩だと思います。目標があるからこそ、その達成に向けて歩むことができるからです。

私たち３年生は、この３学期で神栖二中を旅立ち、それぞれが新しいステージへと進みます。限りある残りの日々で

神栖二中での生活で身に付いた力を、できるようになったことを、自信をもって言葉にできる姿であるよう、一日一日を

大切に頑張っていきたいと思います。

３学期より音楽を担当する先

生方を紹介します。

〇 先生

〇 先生

よろしく

お願いします。


